
Kyunghyang Housing Fair 2011

04 日本パビリオンの運営

ＪＡＰＡＮＷＯＯＤパビリオンへの来展者

来展者案内カウンターでの日本パビリオン来展
者（韓国及び日本より）来展）を対応をいたしまし
た。今年度は現地需要者をはじめ学識経験者・
業界団体も多く麗展しました。

多くの現地需要者（バイヤー）の来展

業務の中心は、商談設定運営でした。円滑な一般
商談・確実なマッチング商談会を実施しました。
400回を越える商談をパビリオン内で実施しました。

左下は韓国木造建築協会、右下が韓国木造建築技術協会の韓国での住宅業界を代表する団体の来展様
子です。全ての出展ブースへ脚を運び熱心に商談されました。

左は、韓国での日本式軸組み住宅の普及に尽
力頂いているソウル大学の李教授の来展時のア
ドバイスの模様です。水原科学大学 朴教授とと
もに貴重なアドバイスを出展者に頂きました。
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一般商談

１５万人以上の来展者と幅広く出展
者ブースで商談が実施されました。
業者・一般顧客等が混在しますが、
３４０回の多くの商談報告がありまし
た。

２タイプの商談を組合せ実施し

成約成果を目指しました。

Kyunghyang Housing Fair 2011

05 商談会実施報告

アテンド型マッチング商談

招聘バイヤーには全出展者の産品
情報（韓国語訳）を配布し、商談の
効率ＵＰとファローアップ促進を致し
ました。アテンド通訳が商談結果を
記録し、出展者に伝えました。継続
商談９３件の成約を目指しフォロー
アップ活動継続中です。

商談会実施体制

進行ディレクター含め通訳４名
体制で臨みました。２０社のバ
イヤー招聘し、出展者１７社と
通訳がアテンドする商談を１６
６回とブースへ訪れた現地需
要者と出展者が商談する一般
商談を３４０回合計５０６回の
商談を５日間のフェア期間中
に実施しました。
バイヤーの滞在時間が平均２
時間迄が大半で、バイヤーが
出展者ブースへ出向き商談が
行われました。

進行
洪俊植

バイヤーサポート
洪俊植

進行管理
和田広司（JCOM）

通訳
富永聖子

通訳
金慶子

通訳
朴準明

生産者サポート
和田広司

（アテンド型マッチング商談の様子）

（一般商談の様子）
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06 商談会実績報告
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06 商談会実績報告
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07 出展者状況調査報告

14



15

Kyunghyang Housing Fair 2011

08 フォローアップ

商談成約の為に、継続商談案件をフォローアップします。

下記アテンド型マッチング商談継続案件の９３件と一般商
談での継続案件（成立＋成約見込）７２件合計１６５件の商
談のフォローアップを致します。
一般商談の詳細は出展者中心に、アテンド型マッチング商
談は運営事務局と連携し進めます。
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09 フェアでの他のパビリオン調査

日本企業の他の出展

韓国内で最大手木材関連商社の栄
林木材（日本パビリオンへ招聘し出
展者と商談）のパビリオンには日本
の大手建材会社製品を出展し、商
談を行っていました。初めて本宅的
に日本木質内装住宅部材がトータ
ルに提案されていました。

大手会社の動きとしては、大手製材
会社（広島県）大手木材関連商社
が韓国市場調査を実施されました。
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海外出展の様子

韓国市場で最も輸出額の多いカナダの
パビリオンの様子です。例年通りの出展で
した。又会場外でもセミナー及び韓国業界
との交流会も実施され、韓国とのパイプづ
くりを継続実施されていました。

影山木材（静岡県）が単独で現地販売代理店と連
携し、集合住宅のヒノキ部材を使用したリフォー
ム部材を出展・商談を実施されました。

ＪＡＰＡＮＷＯＯＤパビリオンとも情報交換しながら
運営されました。

中国は個別企業が単独で出展していまし
た。約１０社でした。大半が石材の出展で
木製品・部材の出展はありませんでした。

会場を見る限り、木製品・部材はカナダ・日
本が海外の主流です。只、韓国企業ブー
スの中に他の国は展開されている可能性
がありますが、実態は把握できませんでし
た。

（栄林木材パビリオンの様子）

（フジキノキの様子）

（カナダパビリオンの様子）

（中国企業の様子）
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09 フェアでの他のパビリオン調査

韓国企業のパビリオン傾向-１

今回の出展者数で韓国企業が大きく伸びまし
た。主催者ヒアリングでは、韓国大手財閥系企
業が参加し、スケールの大きさインパクトある販
促で目立ちました。ＳＡＭＳＵＮＧ・ＬＯＴＴＥＥ・新
韓及び建材大手ＥＡＧＯＮ等がビッグスケール
で展開した。
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韓国企業パビリオン傾向-２

エコ部材としての訴求

展示場中央に、子供が遊べるゾーンを開
設。地面に木のチップを敷きつめ子供が
裸足で遊ぶ事ができ、終日にぎわった。
エコの面からの訴求が多くみられた。

韓国企業パビリオン傾向-３

伝統的木造住宅｢韓屋｣への関心

日本の軸組み工法と相通じる韓屋の
復活が近年顕著です。

会場にも韓国伝統住宅｢韓屋｣の実物
大モデルが複数建立され、その関心の
高さを裏付けていた。
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10 現地メディア・顧客調査実績
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現地需要者国産材意識調査

出展者からヒノキで作った絵馬を提供頂き、
来展一般顧客を中心に｢スギ｣｢ヒノキ｣の認
知度調査を実施しました。

約７０％の来展者が日本の｢スギ｣｢ヒノキ｣
を知っていました。又日本国産材には１０
０％の人が関心を持っていました。

出展者がキョンヒャンハウジングフェア公式ブログで紹介されました。
http://blog.naver.com/khfairplay?Redirect=Log&logNo=110103908361

ウッドエナジー（宮崎県）吉田利生社長が主催者インタ
ビューを受け、ました。

早くより韓国市場で活躍している
ランバー宮崎・ウッドエナジー（宮
崎県）の宮崎県ブースのインタ
ビューがブログ掲載されました。

展示期間中は、プレカットモデル
を建立し積極的に販促活動を展
開された様子及び永年の韓国市
場での実績が紹介されました。
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11 総括

運営のコンセプト （住宅建設の促進・住宅内装部材の販路拡大・大型木製部材物件の獲得を目指す）

３つの販路拡大を目指し運営致しました。１７の出展者はその運営コンセプトに適合した生産者が集まりま
した。住宅建設に関しては今迄の韓国木造建築協会・韓国木造建築技術協会の２団体に加え、最大団体
の全国住宅組合連合会が初めて来展しパイプが出来ました。又招聘バイヤーの多くが設計事務所大型施
設関係者が多く来展し商談を行いました。大型物件商談が多く、今後の継続的な活動で成果を生むようフォ
ローします。

市場 （韓国内での日本国産材の競争力）

韓国では95％を輸入に頼っており、住宅・住宅部材市場では北米産を中心に普及している。昨年に引続
き運営をさせて頂きましたが、日本国産材への関心の高まりを強く感じました。ツーバーフォー住宅との
20％の価格差を乗り越え在来軸組工法住宅の建設も増大し、韓屋建設にもその技術が導入されていま
す。又、木質材料としてのスギ・ヒノキの需要もあり、有望な市場です。丸太等でなく日本で加工した製品
の受入土壌があると考えます。

現状 （日本国産材は韓国の人々に受け入れられるか）

今回一般顧客に日本国産材の知名度調査を実施し、関心の高さが分かりました。今回は昨年に比較し商
談が具体的になったと実感しました。展示商談会での連続パビリオン設置でダイレクトに情報が伝わった
のが一因していると思われます。日本の国産材の品質面には競合のカナダ・アメリカ以上の評価ですが、
供給体制・価格面の課題があります。これを克服すれば韓国への国産材輸出拡大は可能と考えます。

運営での感想 （韓国進出体制の成熟度の違いで3つの参加者タイプを感じました＝より緊密なファローが必要）

出展者が

①韓国に進出済みで販売体制も整っており、施主及び一般顧客・関係者へのより一層のアピールを目指
している参加者。（ランバー宮崎・ウッドワイステクノロジー・山岸工務店の住宅建設会社及びウッドエナ
ジー・徳田銘木・新栄・岐阜県木連メンバー等の部材会社）

②展示会を契機に販売窓口（代理店等）の設定を目指し、本格的に韓国進出を目指す参加者。（福岡県
産品輸出促進協議会・肥後木材・吉野銘木等）

③韓国への進出を直接又は代理店経由を問わず、糸口を掴みたい参加者。（㈱平山・桶数・福井木材等）

3つのタイプがありました。

要望 （今後の韓国での国産材輸出促進のご支援について）

カナダをはじめ、北米諸国は国を挙げての輸出振興策がなされています。（韓国は自給率が低く、木材市
場として実績もあり、今後も魅力ある市場の為）都市部での集合住宅での内装の木質化・郊外での戸建住
宅の拡大が見込め、又エコ優遇政策が政府をあげて推進されており、この分野での需要拡大が見込めま
す。継続的な輸出促進事業をお願いします。

課題 （継続商談の成約に向けて＝カナダ・アメリカとの競争の中で）

韓国では年間12,000戸の木造戸建住宅が建築され、その流れは確かなものと感じました。連携の韓国２
団体とは韓国内での競合など多尐の問題はあったものの、たくさんの協力を頂きました。又大型施設等へ
のエコの観点からの木部材の使用も流れとして明確になってきました。市場は確かに大きく・確実なものに
なっていると思われます。出展者が主体となって韓国での日本国産材住宅・製品を普及するには、出展者
のみならず、自治体・業界団体も連携の上での推進が課題と感じます。

展示商談会では、時間的に商談の入口に立ったのみで価格等の最終条件の詰めはこれからの課題です。

19


